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A. 目的 

変調の大きい障害者のアセスメントに

は、本人の状態と環境のモニタリンを踏ま

えたアセスメントスキルが必要となる。そ

こで、障害者本人の状態と環境を突合させ

て経過をモニタリングし、アセスメントを

深める過程を修得する研修を開発する必要

がある。 

そこで、本研究班では令和 5 年度に研修

ニーズ調査を実施し、令和 6 年度は、ニー

研究要旨 

 

令和 5 年度のニーズ調査に基づき、令和 6 年度に講義と演習からなる［就労アセスメント研修］

を試行した。これは、オンデマンド配信による講義と集合形式の演習からなる。本稿は、変調の大

きい障害者の就労支援に必要なアセスメントスキル向上のための研修プログラムの演習内容の開発

について報告する。 

まず演習案を作成した。➀地域を知ることの前提として「自己紹介シート」をグループワークで

共有する。②リフレクションは「自己の実践の振り返りシート」をグループワークで共有し、自己

の実践の理解を深める。③アセスメントスキル演習は、就労選択支援の 5 つの要素を取り入れた２

事例を作成し、要素毎に留意するモニタリング項目、アセスメントスキルの項目を併記した。 

有識者会議を経て、アセスメントスキル演習は１事例とすること、事前に詳細なテキストを配布

し演習に望むこととなった。 

リフレクションはアセスメントに焦点化する必要が考えられた。アセスメントスキル演習は全体

の時間配分を検討し、ロールプレイとデモンストレーションの両者の併用も検討する。テキストは

可能な限り短時間で読める内容にする。 

 



 

26 

 

ズ調査に基づいて〈研修カリキュラムとシ

ラバス〉案を作成し［就労アセスメント研

修］を試行した。これは、オンデマンド配

信による講義と集合形式の演習からなる。 

本稿では、障害者の就労支援のためのア

セスメントスキル向上に向けて開発中の研

修プログラムの演習について報告する。 

 

B. 方法 

１．演習案作成 

１） ニーズ把握 

令和 5 年度に研修ニーズ調査を実施し

たニーズ調査により、アセスメントスキ

ルの向上に加えて、地域を知ること、及

びリフレクションについてニーズが高い

ことが明らかになった。 

               

２） 設計：研究班で文献や実践経験を基に

検討し、次のように設計した。 

➀地域を知ること：地域や連携先を知るた

めには、まず自組織を知ることが基本と

なるため、「自己紹介シート」に自組織

の現状と強みなどを事前に記載していた

だく（資料➀）。集合研修当日にグルー

プワークで共有し、自組織の理解を深め

る。ネットワークづくりも兼ねる。 

②リフレクション：Gibs をもとに、「自

己の実践の振り返りシート」に障害や疾

病によりモニタリングが特に必要な事例

で、本人が納得する就労ができた（でき

なかった）事例を事前に記載していただ

く（資料②）。集合研修当日にグループ

ワークで共有し、自己の実践の理解を深

める。 

③アセスメントスキル演習：就労選択支援

の 5 つの要素を取り入れた事例を、精神

障害者と難病患者の２事例を作成した。

（枠組みは資料③）。要素毎に、留意す

るモニタリング項目、アセスメントスキ

ルの項目を併記する形とした。 

 

２．倫理的配慮 

本研究は国立保健医療科学院研究倫理

審査委員会の承認を得て行った。 

承認番号【NIPH－IBRA＃24027】 

 

C. 結果 

有識者会議での検討結果、次のように進め

ることとなった。 

➀地域を知ること：「自己紹介シート」は

資料①を用いることとした。 

②リフレクション：「自己の実践の振り返

りシート」は資料②とした。 

③アセスメントスキル演習：２事例の演習

を実施する計画であったが、1 事例を深

く演習することとした。事例は今後増え

ていくと思われる難病患者とした。 

④ テキストの配布：演習を円滑に進める

ために、事前にテキストを配布する。

テキストには演習グループ分けと時間

を明記し、演習当日に混乱が生じず演

習に専念できるようにする。資料④を

作成し、事前に配布することとした。 

 

D. 考察 

➀地域を知ることは、講義との連動で、ま

ずは自己組織を知り、かつ地域の強みと

課題を分析するシートを活用したこと

は、研修評価の結果から妥当と思われる

（次報告参照）。 

②リフレクションの希望から「自己の実践

の振り返りシート」を活用し、公表では
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あったが、アセスメントスキルに焦点を

当てた内容が望ましいと考える。 

⑤アセスメントスキル演習： 1 事例を深く

演習することとしたが、さらに深めるた

めに、演習全体の時間配分を検討する必

要がある。また、難病への事前知識も必

要である。演習はロールプレイとデモン

ストレーションの両者を実施したが、両

者共それぞれに学びがあるため、併用も

検討する。 

⑥ テキストの配布：事前にテキストを配

布したが、日常業務の関係で準備が間

に合わないように見受けられた参加者

もいた。端的な内容とすることも検討

が必要かと思われる。 

 

E. 結論 

令和 5 年度に調査板研修ニーズに基づ

き、地域を知る、リフレクションの希望を

反映した演習を考案した。リフレクション

はアセスメントに焦点化する必要が考えら

れた。アセスメントスキル演習は全体の時

間配分を検討し、ロールプレイとデモンス

トレーションの両者の併用も検討する。テ

キストは可能な限り短時間で読める内容に

する。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
  なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 なし 
 2. 実用新案登録 なし 
 3.その他 なし. 
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資料① 
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資料② 
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資料③就労選択支援の要素に沿ったプロセス  

  場面設定 
わらいふモニタリング

項目 

ロールプレイ（デモンス

トレーション）要点 
時間 最低限のスキル視点 最低限の手段 

1 

アセスメントシートを用いた面接 

・就労の目的等の確認 

・……… 

・本人のソフトスキル

や環境に応じ、項目設

定 

・…… 

・NIVER シートを活用

しながら本人の状況を深

める 

  

・本人が自分らしく働け

る仕事は何か 

・…… 

本人の希望や困ったことから

深堀する 

・…… 

2 

本人への企業情報等の提供 

・疾患や障害の特徴に応じた就労支援機

関等の情報提供 

・…… 

・モニタリング継続 

・…… 

・情報提供とその反応に

より、本人の可能性を検

討する 

  
現在の本人のニーズと就

労先のニーズの合意度 

本人の意思疎通の様式に合わ

せた方法で状況把握する 

・…… 

3 

作業や実習 

・ワークサンプル、PC 操作等、事業所

内の作業 

・B 型等の協力での実習 

・…… 

・モニタリング経過の

共有 

・必要に応じた項目変

更 

・作業自体に加えセルフ

ケアやソフトスキルを本

人と確認する 

  

本人が希望する就労に必

要なソフトスキルの習熟

度 

本人の目標に向けた支援

のペースの適切さ 

本人と関わる中で観察した本

人の状況を確認する 

・…… 

4 

「多機関連携によるケース会議」 

・疾患や障害の特徴、本人の状況に応

じ、連携が必要な機関との会議 

・…… 

・モニタリング経過の

共有 

・…… 

・本人の可能性を広げる

方向性を検討する。 

・会議場面での本人のソ

フトスキル等を確認。 

  

・本人が自分らしく働け

る仕事は何か 

・ツールや関係者の情報

も併せて総合的に見立て

ているか 

・…… 

事業所内や関係者からの情報

を参考にする 

・…… 

5 

「アセスメント結果の作成」 

・本人との協働で進める。 

・…… 

・モニタリング経過の

共有 

・…… 

・本人の希望を中心に可

能性を広げる方法を検討

する。 

  

・本人が自分らしく働け

る仕事は何か 

・…… 

支援者自身の内省から状況を

俯瞰する 

・…… 
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資料④ 
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